
国立国会図書館・都立図書館の
Webサイトで本をさがす

～国立国会図書館編～
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1-①国立国会図書館の役割

■役割
①国会の補佐機関
②日本国内の出版物を網羅的に収集・保存
③図書館サービスの提供

■利用にあたって
①満18歳以上の方
②利用登録をすることで閲覧等のサービス
が受けられる（本人確認資料が必要）

③個人への資料貸出は行っていない

※詳しくはHP上からご覧いただけます
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1-②国立国会図書館の略称

国立国会図書館＝ＮＤＬ

略称 NDL(エヌ・ディー・エル）

National（国立）
Diet（国会）
Library（図書館）
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■NDL-OPAC
・NDL所蔵の、図書、和雑誌、新聞、電子資料、
国内博士論文、などを検索できる。
・国内刊行雑誌の雑誌記事索引を利用できる。
・Web上から複写申込などのサービスが利用できる。

■国立国会図書館サーチ
・NDL所蔵資料の他、都道府県立図書館、政令指定都市の
市立図書館の蔵書、国立国会図書館や他の機関が収録して
いる各種のデジタル情報などを検索することができる。

1-③本日解説する2つのシステム



2-①NDL-OPACのアクセス方法
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①URL：http://www.ndl.go.jp/

②google、yahoo!などの検索エンジンで

「国立国会図書館」と検索
トップページから
「蔵書検索」を
クリック



2-②ＮＤＬ-ＯＰＡＣトップ画面
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ログインしなくても
検索機能は
利用できる



2-③簡易検索
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簡易検索ではＮＤＬで所蔵してい
る資料のタイトル・著者・出版者・

請求記号・件名などを、
まとめて検索します
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2-④検索結果

簡易検索は
タイトル・著者・出版者
などを掛け合わせて
検索するときに便利
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2-⑤詳細検索

・タイトルや著者が分かっている時は詳細
検索を使うとより絞り込める
・主題（テーマ）で調べたい時は
「件名」検索を利用する。

件名が分からない場合は
「著者名・件名典拠検索」を参考にする
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2-⑥件名で絞り込んだ検索結果

件名で検索すると
その資料の主題（テーマ）で

絞ることができる
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2-⑦検索結果

閲覧したい場合は
所蔵館や、請求記号などの

情報を控える



3-①国立国会図書館サーチへのアクセス
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①URL：http://iss.ndl.go.jp/

② google、yahoo!などの検索エンジンで

「国立国会図書館サーチ」と検索

トップページから直接
簡易検索ができます



3-②多様な検索対象

13

検索対象

200以上のデータベース

検索範囲
NDLで所蔵している資料の他、図書館や博
物館、大学等の公的機関の書誌情報、

民間のデータベースも横断検索が可能。



3-③基本的な検索手段
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①簡易検索

②詳細検索

③障害者向け資料検索
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3-④簡易検索

タイトル・著者・出版者・請求記号・件名
などが断片的に分かるときはここから
掛け合わせて検索すると便利

連携先も横断検索する
場合はここにチェック
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3-⑤詳細検索

各項目を入力及びチェックをすることで、
より絞り込んだ検索結果が得られる
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3-⑥障害者向け検索

点字資料・大活字資料など障害者向け資料に絞って
検索したいときはここから検索すると便利
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再検索

絞り込み

3-⑦検索結果一覧

検索結果
一覧
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3-⑧検索結果を絞り込む

検索結果一覧の左側で
絞り込むことができる

①資料種別
②データベース
③所蔵館
④出版年
⑤分類、分野、国・地域
⑥特徴語（実証実験中）
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3-⑨再検索キーワードを使う

検索結果一覧の右側は
再検索のための
キーワードが表示される。

①キーワード
②著者名キーワード
③科学技術用語
④連想キーワード



21クリックすると関連資料が
さらに表示される

3-⑩検索結果と関連資料の見方

検索結果を
出版年順に並べ替えることも可能
→幅広く体系的に資料情報を
得ることができる
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ＮＤＬ－ＯＰＡＣの詳細画面へ

所蔵図書館の所蔵検索画面へ

3-⑪ＮＤＬ以外の所蔵館へアクセス



検索のポイント
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横断検索で連携しているデータベースも検索したい場合は、

「すべての連携先を検索する」にチェックを入れる。

前方一致：検索キーワードの後に*(半角) … 例：国立*

後方一致：検索キーワードの前に*(半角) … 例： *図書館

完全一致：検索キーワードの前後に／(全角)

… 例：／国立国会図書館／

日⇔英・中・韓・への翻訳検索、翻訳表示が可能

目次情報や本文情報を対象とした検索を行う時は

簡易検索から掛け合わせて検索をする



まとめ
効率よく資料を探し出すために

③ 来館が難しい場合は相互貸借や文献複写を活用する
図書館間で資料の取り寄せや複写を依頼することもできる

（利用者の利用条件や資料状態により、提供できない場合もあり）

② Web上の検索システムで所蔵や状況を確認して来館する

所蔵館や請求記号、閲覧の可否などの情報を控え、図書館へ来館すると

スムーズに資料にたどり着ける

① どの図書館の蔵書検索システムから調べるか決める

各図書館の特徴を踏まえ、Web上の蔵書検索システムで調べる
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６．演習

出版社「講談社」の関連資料を探しているのだが、「講談社創業一〇〇周年
に寄せて」というタイトルの本を近隣で持っている図書館があれば見たい。

【検索ツール】 国立国会図書館サーチ
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国立国会図書館HPのアクセス方法
①http://www.ndl.go.jp/

②google 、yahoo!などの検索エンジンに「国立国会図書館」と入力して
検索する。


